
　
製
薬
企
業
は
医
薬
品
を
製
造
・
販
売
し
、
人
々
の
健
康
な
生
活
を
支
え
る
。
こ

う
し
た
事
業
自
体
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
一
方
、
直
接
的
な
利
益
と
は

別
に
、
企
業
の
責
任
と
し
て
社
会
貢
献
活
動

Ｃ
Ｓ
Ｒ

に
積
極
的
に
取
り
組
む

企
業
も
多
い
。
今
回
、
Ｍ
Ｓ
Ｄ
の
小
学
校
で
の
訪
問
授
業
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク

ー
ル
」
と
フ
ァ
イ
ザ
ー
の
市
民
活
動
・
研
究
支
援
「
フ
ァ
イ
ザ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
紹
介
す
る
。 一般用医薬品ネット販売へルール作り最終局面

　
参
院
選
な
ど
で
中
断
さ
れ
て
い
た
一
般
用
医
薬
品

Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品

の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
検
討
が
、
近
く
再
開
さ
れ
る
見
込
み
だ
。
政
府

は
６
月
に
ま
と
め
た
成
長
戦
略
「
日
本
再
興
戦
略
」
に
ネ
ッ
ト
販
売
容
認
を
明
記
し

た
も
の
の
、
一
部
品
目
に
つ
い
て
は
副
作
用
の
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
、
専
門
家
に
よ
る

科
学
的
な
検
証
を
経
て
今
秋
ま
で
に
適
否
を
判
断
す
る
と
し
て
い
た
。
併
せ
て
、
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
全
般
の
安
全
確
保
の
た
め
ネ
ッ
ト
販
売
事
業
者
に
課
す
条
件
も
定
め
る

方
針
で
、
世
論
を
二
分
し
た
議
論
は
最
終
局
面
を
迎
え
る
。

副
作
用
リ
ス
ク
な
ど
検
証
秋
ま
で
に
適
否
判
断

心
身
ケ
ア
活
動
助
成
フ
ァ
イ
ザ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

小
学
校
で
訪
問
授
業
Ｍ
Ｓ
Ｄ
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
ー
ル
」

製
薬
企
業
の
社
会
貢
献
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の
ネ
ッ
ト

販
売
を
検
討
す
る
発
端
に
な

っ
た
の
は
、
一
部
の
医
薬
品

を
除
い
て
ネ
ッ
ト
販
売
を
禁

じ
た
厚
生
労
働
省
令
は
違
法

だ
と
し
た
１
月

日
の
最
高

裁
判
決
だ
。
厚
労
省
は
２
０

０
９
年
６
月
施
行
の
改
正
薬

事
法
で
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
に
つ

い
て
規
定
し
た
３
段
階
の
リ

ス
ク
分
類
を
医
薬
品
販
売
の

規
制
に
当
て
は
め
、
リ
ス
ク

が
比
較
的
大
き
い
第
１
類
と

第
２
類
の
医
薬
品
の
ネ
ッ
ト

販
売
を
禁
止
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を
ネ

ッ
ト
で
販
売
し
て
い
た
ケ
ン

コ
ー
コ
ム
と
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト

が
、
規
制
は
違
法
だ
と
し
て

国
を
提
訴
。
最
高
裁
が
両
社

の
訴
え
を
認
め
た
こ
と
か
ら

厚
労
省
は
、
ネ
ッ
ト
販
売
の

安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
一

定
の
ル
ー
ル
を
決
め
る
と

し
、
関
係
者
や
有
識
者
ら
の

検
討
会
を
設
け
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
検
討
会
で
は

ネ
ッ
ト
販
売
の
全
面
解
禁
を

主
張
す
る
ネ
ッ
ト
販
売
事
業

者
と
、
全
面
解
禁
に
慎
重
な

立
場
の
薬
剤
師
や
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
業
界
の
団
体
が
、
利

用
者
の
安
全
を
ど
こ
ま
で
担

保
で
き
る
か
を
巡
っ
て
対

立
。
検
討
会
は
両
論
を
併
記

す
る
格
好
で
５
月
末
に
議
論

を
打
ち
切
っ
た
。

　
医
薬
品
の
ネ
ッ
ト
販
売
の

是
非
は
安
倍
晋
三
内
閣
の
成

長
戦
略
で
も
焦
点
と
な
っ
た

が
、
結
果
と
し
て
日
本
再
興

戦
略
に
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
を
認
め
る
」
と
明
記

す
る
一
方
で
、
「
消
費
者
の

安
全
性
を
確
保
し
つ
つ
、
適

切
な
ル
ー
ル
の
下
で
行
う
」

と
の
条
件
を
付
け
た
。
安
全

確
保
の
た
め
の
具
体
策
と
し

て
厚
労
省
で
は
、
医
師
が
処

方
す
る
医
療
用
か
ら
一
般
用

に
移
行
し
た
医
薬
品
の
う

ち
、
移
行
の
承
認
か
ら
４
年

未
満
と
日
が
浅
い

品
目

と
、
劇
薬
に
指
定
さ
れ
て
い

る
４
品
目
に
関
し
、
専
門
家

に
副
作
用
リ
ス
ク
の
検
証
を

求
め
、
ネ
ッ
ト
販
売
の
適
否

を
秋
ま
で
に
決
め
る
。

　
こ
れ
ら
第
１
類
医
薬
品
に

含
ま
れ
る

品
目
を
除
い
て

も
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
約
１
万

１
４
０
０
品
目
の
う
ち

％

超
を
ネ
ッ
ト
で
販
売
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
だ
が
、

品

目
に
は
発
毛
剤
や
解
熱
鎮
痛

剤
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
商
品
が
含

ま
れ
、
こ
れ
ら
の
扱
い
が
認

め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
収

益
を
大
き
く
左
右
す
る
。

品
目
の
中
で
副
作
用
リ
ス
ク

が
大
き
い
と
判
断
さ
れ
た
も

の
が
あ
れ
ば
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬

品
と
し
て
の
承
認
を
取
り
消

す
可
能
性
も
あ
り
、
こ
の
場

合
、
医
師
の
処
方
せ
ん
が
な

け
れ
ば
薬
局
・
薬
店
で
の
対

面
販
売
も
で
き
な
く
な
る
。

　
厚
労
省
で
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬

品
全
般
の
安
全
確
保
に
向
け

た
販
売
ル
ー
ル
も
、
併
せ
て

検
討
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
議

論
で
は
ネ
ッ
ト
販
売
事
業
者

に
テ
レ
ビ
電
話
シ
ス
テ
ム
の

使
用
を
義
務
付
け
る
と
い
う

案
も
浮
上
し
て
お
り
、
厳
し

い
条
件
が
課
さ
れ
る
可
能
性

も
依
然
ぬ
ぐ
え
な
い
。

軟
こ
う
を
ケ
ー
ス

に
詰
め
て
完
成
。

真
剣
な
表
情
で
取

り
組
む
児
童

挿
し
木
す
る
若
者
。

農
業
研
修
を
通
じ
て

社
会
復
帰
を
目
指
す

　
フ
ァ
イ
ザ
ー
は
２
０
０
０

年
に
「
フ
ァ
イ
ザ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
創
設
し
、

心
と

か
ら
だ
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア

に

関
す
る
市
民
活
動
、
市
民
研

究
を
支
援
し
て
い
る
。
資
金

提
供
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。
助
成

は
人
件
費
、
事
務
所
家
賃
も

対
象
に
１
件
当
た
り
３
０
０

万
円
を
上
限
に
、
最
大
３
年

間
助
成
す
る
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
心
身
ケ

ア
に
お
い
て
就
労
は
大
変

重
要
な
意
味
を
持
つ
と
す

る
。
人
、
社
会
の
役
に
立
っ

て
い
る
、
と
い
う
自
覚
を
持

つ
こ
と
は
心
身
ケ
ア
の
目
的

に
な
り
、
手
段
に
も
な
る
と

い
う
。
今
年
の
応
募
か
ら
は

特
に
経
済
的
、
社
会
的
に
頼

ら
れ
る

、

、

代
の
中

堅
世
代
の
心
身
ケ
ア
に
的
を

絞
る
。

　
２
０
１
２
年
度
は
新
規
・

継
続
を
含
め
た

件
に
３
０

０
０
万
円
を
助
成
す
る
。
こ

れ
ま
で
の

年
間
で
延
べ
３

２
９
６
件
の
応
募
の
中
か
ら

新
規
・
継
続
を
合
わ
せ
２
９

０
件
に
５
億
５
５
５
５
万
円

を
支
援
し
て
き
た
。

　
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
新

農
業
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
山
形

旧
山
形
県
新
規
就
農
者
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

の
「

農
業

の
力

で
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ

も
り
の
若
者
を
元
気
に
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｖ
ｅ
ｒ
３
・

０
」
は
山
形
県
で
農
業
を
始

め
た
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、

約

人
が
参
加
す
る
。
メ
ン

バ
ー
の
半
分
は
山
形
県
外
の

出
身
者
。
農
業
研
修
を
通
じ

て
、
若
者
に
技
術
と
精
神
力

を
身
に
付
け
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
職
業
意
識
と
自
信
を

持
た
せ
て
社
会
復
帰
を
後
押

し
し
て
い
る
。
フ
ァ
イ
ザ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
３
年
間
継
続

し
て
助
成
を
受
け
て
い
る
。

　
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
の

支
援
団
体
と
協
力
し
、
こ
れ

ま
で
３
０
０
人
以
上

が
農
業
体
験
し
た
。

現
在
、
２
人
が
参
加

し
、
食
用
農
産
物
の

生
産
・
販
売
、
自
生

農
場
の
開
墾
・
運
営

を
行
っ
て
い
る
。
新

農
業
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
山
形
の
田
中
俊
昭
事
務
局

長
は
「
何
も
知
ら
ず
に
農
業

に
飛
び
込
ん
だ
新
規
農
業
者

は
、
ま
わ
り
の
人
に
た
く
さ

ん
助
け
て
も
ら
っ
た
。
だ
か

ら
、
支
援
の
重
要
性
や
求
め

て
い
る
人
の
気
持
ち
が
分
か

る
」
と
言
う
。

　
独
立
し
て
就
農
し
た
若
者

を
見
守
り
な
が
ら
、
農
業
体

験
者
の
受
け
入
れ
や
、
最
上

川
の
水
質
調
査
や
河
川
清
掃

も
行
う
。

　
Ｍ
Ｓ
Ｄ
は
ユ
ネ
ス
コ
が
主

導
機
関
と
し
て
推
進
す
る

「
持
続
発
展
教
育
」
に
賛
同

し
、
小
学
校
で
の
訪
問
授
業

「
サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
ク
ー

ル
」
を
行
っ
て
い
る
。
サ
イ

エ
ン
ス
・
ス
ク
ー
ル
で
は
科

学
の
ル
ー
ル
で
あ
る

観
察

に
よ
る
問
題
発
見

結
果
の

予
測

仮
説
の
証
明
―
を
社

員
自
ら
が
座
学
と
実
験
を
通

じ
て
、
児
童
に
伝
え
る
。

　
同
社
は
２
０
１
０
年
か
ら

の

カ
年
成
長
戦
略
の
３
本

柱
の
一
つ
に
「
レ
ピ
ュ
テ
ー

シ
ョ
ン

顧
客
か
ら
最
も
信

頼
さ
れ
、
尊
敬
さ
れ
る
企
業

と
な
る

」
を
掲
げ
、
こ
の

具
体
的
な
活
動
と
し
て
サ
イ

エ
ン
ス
・
ス
ク
ー
ル
に
重
点

を
置
い
て
、
活
動
し
て
い

る
。

年
か
ら
開

始
し
、
全
国
で
小

学
６
年
生
、
１
１

０
０
人
以
上
に
授

業
を
行
っ
た
。

　
６
月

日
、
東

京
都
世
田
谷
区
の

国
本
小
学
校
の
６

年
生
、
約

人
が

参
加
し
た
。
一
班
４
、
５
人

に
、
Ｍ
Ｓ
Ｄ
の
社
員
が
サ
ポ

ー
ト
と
し
て
１
人
付
く
。

「
決
ま
っ
た
部
署
が
や
る
、

と
い
う
の
で
は
な
く
社
員
巻

き
込
み
型
」
と
同
社
広
報
部

門
企
業
広
報
の
小
松
眞
澄
氏

が
言
う
よ
う
に
、
参
加
す
る

社
員
は
公
募
で
選
ぶ
。
倍
率

は
３
倍
と
高
い
。
児
童
の
反

応
を
見
る
こ
と
で
自
身
の
原

点
に
戻
り
、
新
鮮
な
体
験
に

な
る
と
社
員
か
ら
も
好
評

だ
。
理
科
好
き
の
児
童
が
減

っ
て
い
る
中
で
、
科
学
が
い

か
に
将
来
に
役
立
つ
か
を
伝

え
た
い
、
と
い
う
教
育
現
場

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
Ｍ

Ｓ
Ｄ
が
児
童
の
興
味
を
引
き

出
さ
せ
る
工
夫
を
し
た
授
業

を
展
開
。
同
時
に
、
社
員
が

日
ご
ろ
の
仕
事
を
見
直
す
機

会
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
児
童
が
飽
き
な
い
よ
う
に

ク
イ
ズ
を
取
り
入
れ
な
が
ら

病
気
や
薬
に
つ
い
て
紹
介

し
、
製
造
工
程
を
実
験
用
に

ア
レ
ン
ジ
し
た
軟
こ
う
づ
く

り
を
行
っ
た
。

度
Ｃ
に
温

め
た
白
色
ワ
セ
リ
ン
に
薬
効

成
分
の
か
わ
り
と
し
て
流
動

パ
ラ
フ
ィ
ン
で
溶
か
し
た
食

紅
を
混
ぜ
、
氷
水
に
つ
け
て

ワ
セ
リ
ン
が
固
ま
る
ま
で
混

ぜ
る
。
そ
れ
を
へ
ら
を
使
っ

て
ケ
ー
ス
に
詰
め
て
完
成
。

完
成
品
を
手
に
、
う
ま
く
な

ら
し
た
側
面
を
見
せ
合
っ
た

り
、
実
際
に
手
に
塗
っ
た
り

し
た
。
授
業
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
参
加
児
童
全
員
が

「
こ
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と

が
今
後
役
立
つ
」
と
答
え

た
。

　
被
災
地
支
援
の
一
環
と
し

て
、
７
月
３
、
４
日
に
宮
城

県
気
仙
沼
市
、

日
に
岩
手

県
釜
石
市
で
も
実
施
し
た
。


